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子宮卵管造影検査について 

                              矢内原医院 

子宮卵管造影検査とは： 不妊症の基本的な検査の一つで、レントゲン室で行う検査です。 

子宮の入り口から細い管を挿入し、造影剤を流し、子宮の形や卵管の通過性などを調べる検査です。 

所要時間は３０分～１時間程度です。卵管の通りが悪い場合には痛みを感じることもあり、検査過程で    

痛みが増強するときは検査を中止することがあります。 

 

検査前にすること： クラミジアの抗体検査をします。 

 

費用： 保険適応となりますが、造影剤の量により費用が変わります。（おおよそ 15000円～24000円程度） 

 

検査の時期・予約： 月経が終わった直後から排卵前までに行います。 

          月曜日～土曜日（時間は曜日によって異なりますので、電話または直接受付にて 

予約をお取りください。ご自身での予約は取れません。） 

 

検査でわかること:子宮の形の異常（単角子宮・双角子宮・弓状子宮など） 

子宮内腔の異常（子宮内膜ポリープ・子宮粘膜下筋腫・子宮内腔の癒着） 

卵管の通過性（つまっていないか、どの辺りがつまっているのか）などがわかります。 

 

注意点：①ヨードにアレルギーのある方・抗生物質にアレルギーのある方は前もって申し出て下さい。造影剤に

よるショックは事前に検査することが難しい為、発症時は適切に対処します。卵管が閉鎖していると卵管炎をお

こす可能性がありますので、検査後は抗生物質を処方します。その他、吐気、発熱、発疹などが副作用として報

告されています。 

②予約をお取りになった日より、3か月以内に造影剤を用いた検査をお受けになった場合、または受ける予定が

ある場合は、必ず卵管造影検査実施前に担当医に申し出てください。（特に消化器系の検査の場合は実施不可と

なる場合や、実施できても検査結果に左右します。） 

③ヒグアナイド系糖尿病薬（メトグルコ等）を服用中の方は、事前に処方医にご相談ください。        

休薬等の指示がある場合は当院の主治医にもお伝えください。 

④レントゲン室での撮影がありますので、お子さまはお連れにならないようにお願いします。 

⑤甲状腺機能亢進症で薬剤服用中の方はヨード剤使用造影検査が可能か事前に処方医にご確認ください。 

禁忌：ヨードまたはヨード造影剤に過敏症の既往がある方、骨盤内に炎症所見のある方、妊娠している方、   

妊娠の可能性がある方。 

当日持参するもの： 昼用ナプキン２枚程度・本同意書をお持ちください。 

当日の注意点 ：当日はスカートで来院してください。食事は検査の２時間前までに軽めにお済ませください。 

水分摂取は少量のみであれば摂取していただいて構いません。 

子宮卵管造影法についてその検査の有用性と起こりうる危険性について十分な説明を受けました。 

これらの事を理解のうえ、本検査を受けることを承諾致します。 

                              西暦     年   月   日 

                         説明医師                  

                         患者氏名（自署）                 
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                                     矢内原医院   院長 

・通常、検査後すぐにお帰りいただけますが、痛みが強い場合は院内で様子を見ることがあります。 

・内服薬（抗生剤・痛み止め）を処方します。 

 抗生剤は必ず飲みきってください。痛み止めは痛みがあるときに飲んでください。 

・本日の入浴はシャワーでお願い致します。当日の性交渉は控えてください。 

・細い管を挿入して検査をしましたので、検査後、少量の出血があるかもしれませんが心配はありません。 

 但し、発熱や下腹部の痛みなどがある場合は病院に連絡してください。 

・その他、何か症状がありましたらご連絡ください。 
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・その他、何か症状がありましたらご連絡ください。 


